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ペルシア語地理書軸4翻α瓦4勉吻におけるhu面dの概念

はじめに

　イスラム世界では、9世紀の半ばからイブン・ホルダーズベIbn　Khurdadh・

bihの『諸国と諸道の書』（飾物∂二二αsσ娩ωα泌〃伽短1㈲をはじめとして、

地理書が書かれるようになり、10世紀には、その数はピークに達した。これら

は、皆アラビア語で書かれたものであって、ペルシア語で書かれたものは、10

世紀の末に現れた翫4π4α瓦4如吻『世界諸境域誌』が最初である。

　H％吻4α瓦4伽3は、アラビア文字でつづられた近世ペルシア語としてほ最

初期の散文であり、ペルシア文学史の上でも重要な地位を占めている。

　当時、いわゆる「ペルシア語文化圏」は、まだ未成立であり、文献が書かれ、

また読まれた範囲は、ホラーサーン、マー・ワラー・アンナフルなどごく狭い

ものであった。したがって、イスラム世界全域で読まれたアラビア語地理書と

比較すると、ペルシア語文献の流通範囲の狭さ故、かえって当該地域の固有情

報を伝えていると判断される箇所がある。

　中でも、イラン東部から中央アジアにかけての記述は特に貴重なもので、古

くはV．V．　Balthold、　V．　Minorsky、我が国では安部健夫らが、これに注目し

た。以来、中央ユーラシア史、イラン史研究者には、必読史料として重用され

ている。

　この地理書では、全60章で二百数十回と、きわめて頻繁にhudUdという語が

現れる。一例として、25章「マー・ワラー・アンナフルの地方とその諸都市に

ついての記述」の冒頭部分をあげてみよう。
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　その東のhudαdは、トゥツバトのhudOd、南はホラーサーンとホラーサーン

　のhudUd、西はグーズと、カルルクのhudαd、北もまたカルルクのhudロdで

　ある地方である（nahiyatlst　ki　hudαd－i　mashriq－i　way　hudUd－i　Tubbatast

　wa　junUb－i　way　Khurasan　ast　wa　hudUd－i　Khurasan　wa　maghrib－i　way

　GhUzast　wa　hudUd・i　Khallkh　wa　shamalash　ham　hudOd－i　Khallkh　ast）

　pユ05

　マー・ワラー・アンナフル「地方」（本書では、一貫して、地方を表す語とし

ては、nahiyatが用いられている）の周辺の状況を説明するのに、ことごとく

hudOdの語が使われていることが、見てとれよう。

　hudUdは、「境界」を示すアラビア語haddの複数形である。本来なら、ある

地方の東西南北すべての境界を総称するような、「諸境界」を意味する。アラビ

ア語の地理書に使われるhudUdは、このような意味のものが多い。これについ

ては、後ほど触れることにしよう。

　それに対して、飾吻4α高4伽zに見えるhudOdは、あきらかに異なる用法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　とである。上の記述に出てくるhudαdが、もし「マー・ワラー・アンナフル」の

境界、それに接する他地方（集団）の境界を示すのであれば、haddの語を用い

るべきであろう。

　それに対して御画4泌＝4加3で使われる恥dOdは、「境界撫addの複数形

「諸境界」というよりは、広がり、幅をもったさかいめ、あるいは、あいまい

なグレーゾーンを表すものと考えられてきた。Minorskyは、翫吻4α瓦4Zα彿

に、Regions　of　the　Worldという表題をつけ、我が国では、それを受けたか、

「境域」という訳語が与えられた。本稿でもそれにならって、hudUdに対して

はひとまず「境域」の語をあてておく。これは、研究者が現代の分析用語とし

てもちいるものとは異なることをお断りしておきたい。

　飾弓4α瓦4伽¢の本文中では、りudUdが一見するとさまざまな状況で、異

なる意味をこめて使われているようにも思われる。そこで、Minorskyは、これ

にMarches，　districts，　confines，1imits，　provinces，　territoryと多様な訳語をあ

てはめて、二三の整合性をもたせた。そのため、かえって用語の本来の意味が
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不明瞭になってしまった感がある。

　従来、この言葉hudOdそれ自体を分析した研究は見られず、　Baltholdが

limitsと呼んで、簡単にコメントしたものがあるにすぎない。本稿では、　hud亘d

が、どのような状況で、どのように用いられているかを検討し、本来は、ひと

つの概念を表すものであったことを論証しようとするものである。

　ここで、1勉吻4α瓦41加Zについての書誌学的データを簡単に記しておく。

　『世界諸境域誌』伽伽401一且伽zの著者は不明で、著作年代が372A．H．／982

年。この年に、サーマーン朝下のグーズガーナーンの地方支配者、ファグフー

ル家のアブー・アルハーリス・ムハンマドに献呈されたことが序章の中で述べ

られている。現存の孤写本は、656A．H．／1258年にAbU　al－Muayyid‘Abd　aL

Quyum（Quyyum～）a1－Husayn　b．‘Ali　al－Farsiによって書写されたものである

（レニングラード写本・39葉、17×27cm）。1882年、ブハラにおいて、　A．G．

Thoumanskyの依頼を受けたAb昼a1・Fadl　Gulpayganlが、この写本を発見、

Thoumanskyは、これを7初βoo々（ゾF劣。％三四（07　L加工として報告し

た。この写本の現物をもとに、Minorskyが、翻訳とコメンタリーをつけて、ロ

ンドンより出版したのが、V．　Minorsky，　Hσ0ひD泌～4L、4〃‘η361～¢gづ。ηs

げ魏6〃∂714～G．M．S．，　London，1937．である。

　本稿で使用する刊本は、Ed．　ManUchehr　SotUde，二二4α1一且伽z〃珈

泌ルZα曲吻血必〃¢g加∫∂，Tehran，1340／1962．である。

第1章hadd、　sar　hadd、　hudOd

　まず、伽伽4α1一宜伽zに現れる、haddに関連する語について触れる。これ

には、主として、三つのものがある。すなわち、坤dd（境界）、　sar切dd（さら

に狭い意味での境界）、hudOd（上述のように便宜上・「境域」で統一する）の三

つである。

haddは、文字通り二つのものの問の「境」として使われている。以下に用例
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を示す。

23－20（23章20節、以下同様）：　　　　　　　　　　’

　ヘラート：…・そこには大きな河がある。その河は、グールとグーズガーナー

　ンの間の境界を流れている（Hari＿Ura　rUd　ast　buzurg　ki　az切dd－i　miyan・i

　GUr　wa　GUzganan　rawad）p．91

　これは、二つの地方（nahiyat）を川が境界として区切っているという記述で

ある。

32－25：（ダイラマーンの地方と、その諸都市についての記述中のギーラーンに

ついての部分）

　ギーラーン：ダイラマーンとジバールとアゼルバイジャンとカスピ海（ハザ

　ルの海）のあいだにある、別個の地方である…・ギーラーンとダイラマーン

　の間のすべての境界で、毎日、二二に一回や二回は争いがある。どの村でも、

　ほかの村との問で、アサビーヤ（なわばり意識・仲間意識：イブン・ハルドゥー

　ンの『歴史序説』のキーワードである‘asab1ya部族的党派心）のために人が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　、
　殺される日がある。このアサビーヤは、そのものたちの間ではいつも続いて

　いて、争いごとが絶えない…（bi－hama　hadd・i　Gilan　u　Daylaman　har　rUzi

　bi－har　dahl　yak　bar　ya　dU　bar　harb　kunand．．．．．）　p．149

　この部分のhaddは、○と○との間の境という用法である。次にsar　haddの

用例を検討する。

sar　haddの例

23－6：（ホラーサーンの章、ジャージャルムの町の節）

　グルガーン街道沿いにあり、グルガーンの境界にあって、物資の集まる小都

　市である。クーミス、ニーシャープールの物資の集まる所でもある

　（shahrakist　bar　ra1｝i　Gurgan　bar　sar与add　u　barkadaうd　Gurgan　ast　wa

　an－i　KOmish　u　NishabUr　ast）p．89

　ここでのsar坤ddは、街道の線上にあって、物資が集まる、具体的なポイン

トとしての境界を示している。
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24－12：

　ザミーン・ダーワル：グールとブストの間の境界（sar　hadd）にある繁栄し

　た地方である。テイク、ドゥルグシュTik、　Durghush二つの町があり、この

　どちらもグールに面したthaghr（“frontier　forts”：Minorsky，　p．111）である

　p．103

　ここでも、sar　haddは、　haddよりも強く「境界」を限定する意味で、用い

られている。

　この項は、ペルシア語地理書にthaghrが用いられる例でもある。・thaghrは、

アラビア語の地理書、史料では、主としてイスラム世界と、非イスラム世界の

間の境界領域を示す用語である。ここでも、その用法には変わりはない。

25－84：

　イスビージャーブ：ムスリムたちと異教徒たちの間の境にある地方である

　（ls切ab　nahiyatlst　bar　sar　hadd　miyan－i　muslimanan　u　kafiran）。広大で

　繁栄した場所で、トゥルキスターンの境界にある（jayi　buzurg　ast　wa

　abadan　bar　sar　hadd－i　Turkistan）。トゥルキスターンじゆうで産出される

　どんなものも、そこに集まる。そこには多くの町、地方、ルースターがある。

　そこからはフェルトと羊を産する。この地方のカサバがイスビージャーブと

　呼ばれる町なのである（har　ch1zi　ki　rUstaha　az　hama　Turkistan　khizad

　anja　uftad　wa　andar－way　shahrha　u　nahiyatha　u　rOstaha　bisyar　wa　az　way

　namad　kh1zad　wa　gαspand　wa　qa§aba－yi　1n　n帥iyat　shahrist　Isb巧ab

　khwanand）p．117

　イスラム世界と非イスラム世界との接点としてのsar　haddが用いられてい

る。thaghrの語は使われていないが、24－12と共通する状況である。やはり、sar

haddでは、　haddよりも「境界」の意味が強調されている。

　このように、sar　haddは、　haddよりも、限定の度合いが強い。街道上にあっ

て、ピンポイントで二つのものを分けているところや、はっきりと二つの部分

を分けていることが強調されている表現といえる。
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第II章　hudOdの語の出現頻度

　次に、hudOdの語の分析に入る前に、この地理書では、どのくらいの割合で

hudUdが使われているかを、章別に見てみよう。序章から8章までの構成は、

以下のとおりである。

序章

2章：大地の成り立ち、人の住むところと不毛なところについての記述

3章：海と湾の成り立ちについての記述

4章：島についての記述9

5章：山と、その中にある鉱山についての記述

6章：川についての記述

7章：ステップ、沙漠（biyabanha　u　righa）についての記述

8章：地方（nahiyatha）についての記述

　これらは、自然条件にかかわるものなので、本稿では取りあげず、別の機会

に論じることにする。確認するのは、具体的に「地方」について記述する9章

一60章についてである。以下、hudUdの語の出現頻度を、各章冒頭部の地方名に

つついて、その「地方」を定義する「タイトル」部分、「地方」に含まれる都市

や村についての特徴が列挙される、「本文」の部分とにわけて見ていく。

9章：チーニスターンの地方の特質についての記述（sukhan　andar　khasiyat－i

nahiyat－i　Chinistan）：タイトルのところで2回、本文0回

10章：ヒンドゥースターンの地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文中に2回

11章：トゥッバトの地方とその諸都市についての記述

タイトル2回、本文2回

12章：トゥグズグズの地方とその諸都市についての記述

タイトルで1回、本文0回

一6一



13章：ヤグマーの地方とその諸都市についての記述

タイトル1回、本文0回

14章：ヒルヒーズの地方についての記述

タイトル2回、本文0回

15章：カルルクの地方とその諸都市についての記述

タイトル5回、本文2回

16章：チギルの地方についての記述

タイトル2回、本文0回

17章：トゥフシュの地方とその諸都市についての記述

タイトル1回、本文0回

18章：キマクの地方とその諸都市についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

19章：グーズの地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

20章：バジャーナーク・トゥルクの地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）3回

21章：ヒフチャーフ（キプチャク）の地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

22章：マジュガリーの地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

23章：ホラーサーンの地方とその諸都市についての記述

タイトル2回、本文13回　（うちグーズガーナーンについての部分で6回）

24章：ホラーサーンの境域地方とその諸都市についての記述

タイトル2回（3回）、本文1回

25章：マー・ワラー・アンナフルの地方とその諸都市についての記述

タイトル5回、本文3回うち1回は、「境界」の複数としてのhudUdかP

26章：マー・ワラー・アンナフルの境域地方とその諸都市についての記述

タイトル5回（6回）、本文7回
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27章：シンドの地方とその諸都市についての記述

タイトル1回、本文2回

28章：キルマーンの地方とその諸都市についての記述

タイトル1回、本文0回

29章：パールス地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文5回

30章：フーズィスターンの地方とその諸都市についての記述

タイトル1回、本文0回

31章：ジバールの地方とその諸都市についての記述

タイトル4回、本文0回

32章：ダイラマーンの地方とその諸都市についての記述

タイトル1回、本文3回

33章：イラクの地方とその諸都市についての記述

タイトル4回、本文0回

34章：ジャズィーラの地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文0回

35章：アゼルバイジャンの地方と、アルメニア、アッラーンの地方とその諸都

市についての記述：タイトル4回、本文0回

36章：アルメニアとアッラーン（35章から連続していて、タイトル部分がな

い）：本文0回

37章：アラブの地方とその諸都市についての記述

タイトルに続く説明部分1回、本文2回

38章：シリアの地方とその諸都市についての記述

タイトル4回、本文1回

39章：エジプトの地方とその諸都市についての記述

タイトル3回、本文0回

40章：マグリブの地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文2回
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41章：アンダルスの地方とその諸都市についての記述

タイトル1回、本文1回

42章：ルームの地方とその諸都市についての記述

タイトル3回、本文0回

43章：サクラーブ（Saqlab）の地方についての記述

タイトル0回、本文0回

44章：ルース（R丘s）の地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文0回

45章：内ブルガール（Bulghar－i　andarOni）の地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

46章：ミルワート（Mirwat）の地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

47章：ハザルのペチェネク（Bajanak・i　Khazar）の地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

48章：アラーンAllan（al－1an）の地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文0回

49章：サリールの地方とその諸都市についての記述

タイトル2回、本文0回

50章：ハザルたち（Khazaran）の地方についての記述

タイトル0回、本文0回

51章：ブルタースの地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

52章：バラーダースの地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

53章：ヴヌンドゥル（VNNDR）の地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

54章：南の地方の人の住むところ（abadani－yi　naりiyatha唾junOb）について

の記述：タイトル・本文（切れ目なし）0回
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5ら章：ザンジスターン（Zangistan）の地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文0回

56章：ザーバジュ（Zabaj）の地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文0回

57章：アビシニアの地方とその諸都市について

タイトル0回、本文0回

58章：ブジャ（Buja）の地方についての記述

タイトル・本文（切れ目なし）0回

59章：ヌビア（NOba）の地方についての記述

タイトル0回、本文1回

60章：スーダンの地方とその諸都市についての記述

タイトル0回、本文1回

以上列挙した、章別の出現頻度を通観すると、hudUdの語が最も頻繁に現れ

るのは、ホラーサーンとマー・ワラー・アンナフルについての記述においてで

あることがわかる。中でも、本書が書かれた舞台となったグーズガーナーン

（グーズガーン、ジューズジャーン）地方で、際だって多く使われていること

が目を惹く。つまり、本書の情報量が多いところほど、書き手と読み手とがよ

く知っている地方ほど、このhudUdの語が使われているわけである。

　これを見ると、hudαdは、けして「あいまいな」概念ではなく、書き手と読

み手のあいだで、よく了解された用法であることがわかる。

第III章　「ホラーサーン」と「ホラーサーンの境域」の章における用語の使用例

　それでは、hudUdは、どのような状況で、なにを表すために使われているだ

ろうか。まずは、この語が頻繁に現れる、ホラーサーン、マー・ワラー・アン

ナフルの部分を見てみることにしよう。

　はじめはホラーサーン地方についてである。章のタイトルに続く冒頭部分は、
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以下のようである。

23章　ホラーサーン地方（nahiyat－i　Khurasan）についての記述

　その東はヒンドゥースターン、南はホラーサーンの境域のある部分とカルガ

　スクープの砂漠のある部分、西はグルガーンの諸地方、とグール（グーズ）

　の境域、北はジャイフーン河（アム河）である地方である（nahiyat　mashriq－i

　way　HindUstan　ast　wa　junUb－i　way　ba‘di　az　hudUd・i　Khurasanast　wa　ba‘di

　biyaban・i　KargaskUh　wa　maghrib－i　way　nawahi・yi　Gurganast　wa　hudUd・i

　Gh面r（Ghuz）wa　shamal－i　way　rod－i　Jayhun　ast）p．88

　この記述によれば、「ホラーサーン地方」の東にさらに「ホラーサーンの境域」

があることになる。これが24章で述べられる「ホラーサーンの境域地方」であ

る。また、西に「グールの境域」（方角から見てグーズの誤記であるが）を記す

のが、注目される。

23－8：

　ジャルマガーン、スィービーナカーン、フージャーン、ラーヴィーニー（Jar－

　magan　u　Sibinakan　Kh両an　Rawlni：shahrakhayi　and　ba　kisht　barz　bisyar

　uabadan　wa　andar　miy盃n－i　kOh　wa　dasht　nihada　wa　in　hama　azりudUd－i

　NishabUr　ast）…・これらはみな、ニーシャープールの「境域」に属してい

　る（in　hama　az　hudOd－i　Nishab昼r　ast）p．90

　ここでいう「境域」hudUdは、複数の小都市を含む、大都市の「都市圏」に

相当する広がりを表現したものである。上記の4小都市が、ニーシャープール

の「都市圏」に含まれていることを示すための記述であろう。

23－12：

　マイハナ：バーワルドの境域に属し（az　hu面d－i　Baward　wa　andar止niyan－i

　biyaban　nihada）、ステップ（biyaban）の中にある小都市である。　p．90

　この記述も同様で、バーワルドの「都市圏」に含まれるさらに小さな町を取

り扱っている。

23－13：

　トゥルシーズ、クンドゥル、バナーバド、トゥーン、タリー：クーヒスター
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　ンとニーシャープールの境域に属し、耕地の多い小都市である（Turshiz　u

　Kundur　Banabad　TUn　Kuri：shahrakhayi　and　az加dUd－i　KUhistan　wa

　Nishab嚢r　ba　kisht　u　barz　bisyar）（クーヒスターンの境域とニーシャープー

　ルの境域）p．90

　ここで列挙されている諸都市は、クーヒスターンのhudUd「境域」中にあり、

さらに都市ニーシャープールの「境域」に属していることになる。つまり、「都

市圏」としての「ニーシャープールの境域」が、クーヒスターン地方にまで入

り込んでいて、両方の「範囲」が、一部で重複していることになる。

23－19：

　プージャカーン、ハーイマンド、サンガーン、サルーミド、ズーザン：ニー

　シャープールの境域に属し、多くの耕地を備えた土地であり、綿織物（kar－

　bas）を産する（PUzhakan　Khaymand　Sangan　Sa1Umid　Zαzan：shahrakhayi

　and　az　hudUd－i　NishabUr　wa　jayha－yi　bisyar　ba　kisht　u　barz　and　az　in

　shahrkha　karbas　Khizad）p．91

　上に挙げられている小都市も、「都市圏」としてのニーシャープールの「境域」

に含まれているものである。これらの記述から、「都市のhudUd」とは、「都市

圏」いいかえれば都市の影響の及ぶ範囲を示すものであることが、重ねて推察

される。

23－46：

　グーズガーナーンGロzganan：これは次のような地方である。すなわち、その

　東はバルフの境域とトハーリスターンで、バーミヤーンの境域に至る（in

　nahiyati　ast　ki　mashriq－i　U　hudUd・i　Balkh　ast　wa　Tukharistan　ta　bi・hudUd－

　iBamiyan）。南はグールの境域の端とブストの境界（junOb－i　way　akhar－i

　hudUd・i　GUr　ast　hadd・i　Bust）、西はガルチスターンの境域とバシーンのカ

　サバであり、マルヴの境域に至る（maghrib－i　way　hudαd－i　Gharchistan　ast

　wa　qasaba－yi　Bashin　ast　ta　hudUd－i　Marw）。そして、北はアム河の境域で

　ある（shamal－i　way　hudαd－i　Jayhun　ast）P．95

　施吻4α瓦4伽zが書かれた舞台であるグーズガーナーンについては、そこ
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を中心とする各方面について、「境域」と「境界」とが併記され、使い分けられ

ている。ガルチスターンの「境域」は、「マルヴの境域に至る」として、端が明

確に規定されている。これに続く部分は、以下のようである。

　この地方の統治者は辺境の諸王の一人である。ホラーサーンでは、彼をグー

　ズガーナーンの王と呼んでいる。彼はファリードゥーンの一族の出である。

　ガルチスターンの境域とグールの境域のすべてのムフタルは、彼の支配の下

　にある　（padsha－yi　in　naりiyat　az　mulUk・i孕traf　ast　Wa　andar　Khurasan．Ura

　Malik－i　G貢zganan　khwanand　wa　az　awlad－i　FaridUn　ast　wa　har　muhtari

　ki　andar　hudロd－i　Garchistan　ast　wa　hud章d－i　G耐ast　hama　andar　farman－i

　Uand＞　P．95

　この記述では、「グーズガーナーンの王」の支配の及ぶ範囲として「境域」が

示されている点が、大いに注目される。以下、23章の中でhudUdの語が使われ

ているところを列挙していく。

23－49：

　タマラーン、タマーザーン：山中のカルワーンの宿の境域に近い二つの地方

　である（Tamaran　Tamazan：dロn碑iyat　ast　bi43udαd－i　ribaζ・i　Karwan

　nazdik　andar　kUhha）　p．96

　ここでの「境域」は、宿駅へのある距離圏（に近い）を意味している。カル

ワーンの宿とは、次の項で述べられている。

23－63：

　カルワーンの宿：グーズガーナーンのsar　hadd（境界）にある町であり、山

　中には金（鉱）がある（shahrakist　bar　sar畑dd－i　GUzganan　wa　andar

　kUhha・yi　way　ma‘dan・i　zarast）p．98

　このように、境界上にある場合には、恥dUdではなく、sarりaddが用いられ

る。違いの再確認のため、ここにあげておく。

23－65：

　アジーウ：グーズガーナーンの徴税区の端にある小都市である（shahrakist

　bi・akhar－i‘ama1－i　GOzganan）。数え上げたこれらすべての都市は、グーズ
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　ガーナーンの王の統治下にある（wa　In　hama　shahrhara　ki　yad　kard1m　az

　an・i　padshahi・i　malik－i　GUzganan　ast）。この町の諸ステップには、およそ

　2万人のアラブがいる。羊とらくだを多数所有している人々で、かれらのア

　ミールは、グーズガーナーンの王の許より来る。そして、年に2回サダカを

　かれに支払う（andar　biyaban－i　shahr　miqdar－i　blst　hazar　mardast‘Arab

　mardrnani　and　ba　g亘spandan　u　shutran－i　bisyar　wa　amirashan　az尊a¢rat・i

　malik－i　GUzganan　rawad　wa　dU＄adaqat　bi－dU　dahand）p．98

　ここではhudロdは用いられていないが、「グーズガーナーンの王」の「統治」

の実態を示すものとして、とりあげておく。‘amalの端にある小都市、さらには

その周辺にあって、都市の影響が及ぶ範囲にいる遊牧民から、徴税が行われる。

それを、「統治下」にある、と記すわけである。

23－78：

　バーミヤーン：グーズガーナーンとホラーサーンの境域との境界にあり、多

　くの耕地がある。その支配者はシール（獅子）と呼ばれている。大きな川が

　そのへりにそって流れている。そこには二つの大きな石の仏像がある。一つ

　は赤い仏像、もう一つは白い仏像と呼ばれている（Bamiyan：shahrist　bar

　hadd　miyan－i、GUzganan　u　hudUd・i　Khurasan　wa　bisyar　kisht　u　barz　ast　wa

　padsha－yi　Ura　shlr　khwanand　wa　rUdi　buzurg　bar　kiran－iロhami　guzarad

　wa　andar　way　d亘but・i　sangin　ast　yakl・ra　surkh　but　khwanand　wa　yaki・ra

　khing　but）　p．101

　「グーズガーナーン」と「ホラーサーンの境域」との境界（の上にある）とい

うことは、haddとhudUdが明確に区別されていることを物語っている。「境域」

hudUdは、「境界」haddの単なる複数形「諸境界」ではなく、別の概念を表す

ことがわかる。それは、グーズガーナーンという地方に匹敵する「広がりをも

つ範囲」といえよう。それが、24章で「ホラーサーンの境域地方」とされる広

がりである。

24章　ホラーサーンの境域地方（na尊iyat－i加dUd－i　Khurasan　wa　shahrha－yi

way）とその諸都市についての記述
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　その東はヒンドゥースターン、南はシンドとキルマーンの砂漠、西はヘラー

　トの境域（Hudαd－i　Hari）北はガルチスターン、グーズガーナーン、トハー

　リスターンの境域である地方である（砿hiyatlst　ki　mashriq－i　way　HindUs・

　tan　ast　wa　junαb－i　way　biyaban・i　Sindast　wa　biyaban－i　Kirman　wa

　maghrib－i　way　hudUd－i　Harist　wa　shamal－i　way　hud厩d－i　Gharchistan　ast

　wa　G亘zganan　u　Tukharistan　wa　in　nahiyatist　ki　ba‘di　azO　garmslrast　wa

　ba‘di　sardsir）　p．101

　繰り返しになるが、ここでは「境域」hudOdは、ホラーサーンの南にあって、

上で規定されているような、明確な範囲の地方を示しているわけである。「ホ

ラーサーン」と「ホラーサーンの境域」とが、どのような関係にあるかを確認

するため、23章と24章に含まれる都市、地方を一覧で示してみよう。以下のと

おりである。

23章　ホラーサーン地方とその諸都市に含まれるもの一覧

1．　NishabOr

2．　Sabzawar（bar　rah・i　Rayy）

3．　Khusrawjird（nazdik－i　O　Sabzawar）

4．Bahmanabad　Mzinan（bar　rah－i　Rayy）

5．Azadhwar（andar　miyna－i　blyaban．．．bar　r盃h－i　Gurgan）

6．Jajarm（bar　rah－i　Gurgan　bar　sar与add　u　barkada－yi　Gurg盃n　ast　wa　an－i

　KOmish　u　NishabOrast）

7．　Sibarayin

8．Jarmagan　Sibinakan　Khoj　an　Rawini（wa　in　hama　azりudod－i　Nishabur－

　ast）

9．　Nasa

10．Baward

11．T｛is

12．Mayhana（shahrakist　az尊udOd－i　Baward　wa　andar　miyan－i　biyaban
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　　nihada）

．13．Turshiz　Kundur　Banabad　TUn　Kuri（shahrakhayi　and　az加d｛id－i

　　KOhistanast　wa　NishabOr）

14．

15」

16．

17．

18．

19．

Qa’in（qaSaba－yi　Kuhistanast）
　　　　　　　　●

Tabasayn
●

Kuri

Tabas－i．Masinan
o

Khuwar　Khusb

POzhakan　Khaymand　Sangan　SalUmid　Z通zan（sh孕hrakhayi　and　az

hudUd・i　NishabOr．＿）
●

201

21．

22．

23．

24．

25．

26．

27．

28．

29．

30．

31．

32．

33．

34．

35．

36．

37．

Hari（Herat）

Btishang

NUzjagan

Fargird

Badhghis

KatUn

Khuj　istan

KUh・i　Sim
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．r／

Malin

Asbuzar

Sarakhs

Ba㎜
Kif

BaghshUr

KarUkh

ShUrmin（shahrakist　az‘amal・i　Hari）ヘラートの徴税区に属する

Gharchistan　その中心地はバシーンである（qa§aba－yi　U　Bashinast）

Diza
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38．MarOd（Marw　al・RUd）

39．Dar・i　Hinf（Diz・i　Ahnaf）
　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0

40．Barakdiz

41．KTrank

42．Marw

43。Shink－i‘Abbadi

44．Dandanqan

45．Kushmihan　MusfarT　Mashan　SOsanqan　ShabirinjT　Zarq（hama　az‘ama1・

　iMarw　ast）

46．G｛izganan

47．Ribほsharan（az　Garchistan・i　GUzganan）

48．Dar－i　Mishan（az　dO　nahiyatist　yaki　az　Bust　wa　digar　az　G藪zganan）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　二つの地方にわかれて属する二つの小地方からなる

49。Tamaran　Tamazan

50．Sarwan

51．Manshan（akn面kardar　az　hadrat－i　Malik・i　G亘zganan　rawad）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　●

52．T盃1iqan（bar　sar　hadd－i　GUzgananast　wa　az　an・i　in　padshayist）
　　　　○　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

53．Jahudan（mustaqarr・i　Malik－i　Guzgananast）

54．B議ryab（P貢ryab）

55．Naryan（shahrakist　andar　miyan－i　Jahudan　u　Paryab　wa与add・i　o　do

　　farsangast）P

56．Gurziwan（andar　qadim　jay　mulUk－i　G亘zganan　anja　bOdi）

57．K．N．D．R．M

58．Anbτr（qasaba－yi　GOzganan＞
　　　　　　　　　　　　0

59．Kalar

60．Ushb｛irqan

61．Antkhudh

62．San
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63．Ribat－i　Karwan（shahrlst　bar　sar　hadd－i　GOzganan）
　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

64．S．N．K．B．N　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

65．Aziw（shahrakist　bi－akhar－i‘amal－i　GUzganan）

66．Hawsh（az　an－i　in　padshah　ast）
　　　　●

67．Balkh

68．Khulm

69．Tukharistan

70．Simingan
　　　　　　　　　　ド

71．Sakalkand

72．Baghlan

73．Walwalij（qasaba－yi　Tukharistan）
　　　　　　　　　　　　　　●

74．Siklmisht

75．Sikimishtの背後の支配者（az　pas　m　Siklmisht　padsha㌃st　khurd）

76．Tayqan（shahrist　bar　hadd　miyan－i　Tukharistan　u　Khutta1自n　j　ayist　bar
　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　daman－i　kUh　nihada）

77．Andar巨b

78．Bamlyan

79．Panjhlr　Jariyana

80．Madr　M醐（az　hudUd・i　Andarab）
　　　　　　　　　　　　　　　　●

24章　ホラーサーンの境域地方とその諸都市についての記述

1．　GhUr

2．　Sistan

3．　Taq
　　　　●

4．　Kash（Gash）

5．　Nih

6．　Farah

7．Qarni
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8．　Khwash

9．　Bust（dar－i　HindUstanast　wa　jay　bazargananast）

10．Halkan（Chalkan）

11．Sarwan

12．Zamindawar　（前出）

13．Baghni（bi・nazdik－i　GhOr）

14．Bishlang（az　GhUrast）

15．Khwanm（az　Ghαrast）

16．Rukhudh

17．Kuhak　R賛dhan

18．Balis

19．Ghazni（Ghaznin）ヒンドゥースターンにある。古くよりヒンドゥース

　ターンに属していたが、今ではイスラーム（世界）の中にあり、ムスリムた

　ちと異教徒たちの境界であり、商人たちの（集まる）場所であり、多くの富

　がある。（andar　HindOstan　ast　wa　az　qadim　az　HindOstan　bUda　ast　wa

　ak煎n　andar　Islamast　wa　sar　haddist　miyan－i　muslimanan　u　kafiran　wa

　ja－yi　bazarganan　wa　ba　khwasta－yi　bisyar）

20．Kabu1

21。Istakh

22．Ghazin境域の「カルルク系トルコ人」（Turkan－i　KhaUkh）

23．Barwan

24．Badhakhshan

25．Dar－i　Taziyan

26．Dih－i　Sankas

27．SaqhyaP

　大別すれば、23章「ホラーサーン地方」の1－11節がニーシャープール（都市

圏を含む）、13－19がクーヒスターン、20－34がヘラート（同じく都市圏を含む）、

37－45がマルヴ（同）、46から66がグーズガーナーン、67－68がバルブ、69－80が
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トハーリスターンに関するものである。

　24章「ホラーサーンの境域地方」では、1節がグール、2－18がシースターン、

19－23がガズニーン（ガズナ）、24－27がバダフシャーンに関連するものであって、

「ホラーサーン地方」の東方、南方の地域が、「これに相当することがわかる。

これが「境域」の具体的な内容である。つまり、ホラーサーンの「さかいめ」

ではなく、多くの都市を含んだ4つの「地方」が「境域」として認識されてい

るのである。

　さらに、この地方の中では、より小さな広がりを示す「境域」hudUdの語が、

二重に使われている。それらの箇所を、以下に抜き出してみる。

24－22：

　すでに述べた（記憶した）ガズナとこれらの小都市の境域内（つまり24－19か

　ら21までにあげられた都市、小都市）には、カルルクのトルコ人がいる。こ

　のカルルクのトルコ人は、バルフ、トハーリスターン、ブスト、グーズガー

　ナーンの境域に多くいる（andar　Ghaznin　u　hudUd－i　in　shahrak　ha　ki　yad

　kardim　jay　Turkan・i　Khallkh　wa　in　Turkan－i　Khallkh　niz　andar　hudOd・i

　Balkh　u　Tukharistan　u　Bust　u　GUzganan　bisyarand）p．104

　この箇所では、「都市」の内部、「小都市の境域」に「カルルク系トルコ人」

がおり、彼らは、バルフ、トハーリスターン等の「地方」の「境域」にも存在

するとしている。ある人々がいる範囲を、「小都市の境域」、地方の「境域」と

呼んでいるわけである。次にマー・ワラー・アンナフルについての章の本文部

分（タイトル部分は2ページ目に示した）を見てみよう。

25－1：

　ブハーラー：「ブハーラーの境域」、は12ファルサングかける12ファルサング

　である。（Bukhara：．．むudUd－i　Bukhara　dawazda　farsang　andar　dawazda

　farsangast）　p．106

　都市ブハーラーの「境域」が、ここでは長さ、幅がそれぞれ12ファルサング

（約72キロメートル）と、具体的な広がりをもったものとして語られる。これ

がブハーラーの「都市圏」の広がりと考えられていたわけである。
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25－2：

　マアカーン、フジャーダク、ダンドゥーナ（ザンダナ）、ブームカス、マドヤー

　ミジュカス、ジャズガンカス（ハルガンカス）、ブハーラーの境域にあるミン

　バルを備えた小都市である（Ma‘kan　Khujadak　Dand丘na　BOmkath

　Madyamilkath　Jazghankath　shahrakhayi　and　ba・minbar　az　hudud－i　Buk－

　hara）　p．106

　5つの小都市を「ブハーラーの境域に属する小都市である」とするところに、

「都市圏」としての「境域」観念が見て取れる。ミンバル（会衆モスクの説教

壇）について言及しているのは、これらの小都市でもフトバが唱えられ、支配

者名が公示されること、すなわち領域支配の拠点となること、人が集まる中心

地であることを示している。

25－42：

　ブッタマーン：山と荒蕪地の中で、スルーシャナの境域にある（Buttaman：

　nahiyatist　andar　kαhha　u　shikastagiha　az　hudUd－i　SurOshana）。それには、

　三つの境界がある。内ブッタマーン、中ブッタマーン、外ブッタマーンであ

　る（wa　Ora　si　hadd　ast　Buttaman－i　andarOni　u　Buttaman－i　miyana　u

　Buttaman－i　birOni）p．111

　「境域」と「境界」の語が同時に使用され、区別されている例である。ブッタ

ム山地を三つに分け、それがスルーシャナ（ウスルーシャナ）の地方に「含ま

れてのる」ことを示している。

25－63：

　イーラーク：地方である…その境域はフェルガーナ、ジャドガル、シャー

　シュ、ハシャルト川にi接している　（Ilaq：nahiyatist．。．　wa　hud亘dash　bi一

　亘arghana　u　Jadghar　u　chach　u　r蔵d－i　Khashart　paywasta　ast）P．114

　この場合のhudロdは㍉境域ではなく、境界haddの複数としての「諸境界」

である。すなわち、東西南北など、各方向に境界がある時、それらを指して、

「諸境界」hudOdといっているわけである。本書では、むしろ珍しい用法である

が、このような、「諸境界」としてのhudUdは、アラビア語の地理書にはよくみ
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られるところである。

　たとえば、イスタフリーIstakhriの『諸国と諸道の書』（K砺∂泌福偽観々ωα

必〃α〃zσ1㈲では、地方の「境界」という意味で、通常は、単数のhaddの語が

用いられている。東のhaddは○○、南のhaddは××という具合である。それ

に対して、hudUdは、上記の例文中の用法同様、東西南北それぞれの「境界」

の総称として、つまり「諸境界」として使われることがほとんどである。hudUd

それ自身が「地方」「広がり」を示すことは多くはない。つまりイスタフリーに

現れるhudUdは、　haddの複数形としての、本来の用法である。

　この点では、hudOdが特殊な意味で使われている飾4％α瓦4伽zとは、

はっきりとした対照をなしている。つまり、ペルシア語の撫吻4α瓦4伽zで

は、hudUdは、　haddとは異なる意味内容で使われているのに対して、アラビア

語の地理書では、坤ddとりudOdは、本来は同様の意味で、ただ単数か複数かの

違いだけである場合が多いのである。

　現代の刊本でのイスタフリー『諸国と諸道の書』の章別索引を見ると、それ

ぞれの地方についての章の冒頭部に○○○のhudOdという部分が書かれてい

る。これだけ見ると、イスタフリーでも伽吻4α1一レ1伽Z同様、それぞれの地

方定義にhudOdの語が頻出するかと誤解する恐れがある。しかし、その地方を

記述する本文中にはhudOdの語はほとんど見られず、○○○地方の東は○○○

地方の境界と、haddの語が列挙されている。また、本文中にhudUdとある場合

は、まさに「諸境界」’の意味で用いられている。このことからも、現代の校訂

者のhaddとhudUdのちがいについての、こだわりのなさがわかる。これは、

史料そのもののもつ性格に由来するものといえよう。

　たとえば、アラビア半島（Diyar　al一‘Arab：Istakhri，　p．19）、ペルシア湾（Bakhr

Fars：p．29）、マグリブ地方（Diyar　al－Maghrib：p．33）、ジャズィーラの地（Ard

al・Jazira：p．52）などでは、隣接する他地方の境界はhaddで示されていて、

恥dαdを用いることはない。　ホラーサーンの記述の章では、「○○○の地方が

取り囲む」とあって、haddの語すら用いられてはいない。

　この点で、呼野4泌t4伽Zとイスタフリーとでは、文体、使用する用語の
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点で大きな違いがあることがわかる。

第IV章

　「ホラーサーン」とならんで、魚4擁α1一～4伽zでは、「マー・ワラー・アン

ナフル」についても「境域」が三章として立てられている。

　26章　「マー・ワラー・アンナフルの境域地方とその諸都市についての記述」

冒頭部には、

　マー・ワラー・アンナフルの境域は、一部がマー・ワラー・アンナフルの東

　に、一部がその西に散在している諸地方である（hudOd－i　Ma　wara’a1－nahr

　nahiyatist　parakanda　ba‘di　bar　mashriq－i　Ma　wara’aLnahr　ast　wa　ba‘dT

bar　maghrib－i　U　ast）。マー・ワラー・アンナフルの（境域の）東は、トゥッ

　バトとヒンドゥースターンの境域で、南はホラーサーンの境域、西はチャガー

　ニヤーンの境域で、北はマー・ワラー・アンナフルのスルーシャナの境域で

　ある（amma　anki　andar　mashriq－i　Ma　wara’al－nahrast　mashriq－i　way

　hud通d－i　Tubbat　u　HindOstan　wa　ju煎b－i　way　hudUd－i　Khurasan　ast　wa

　maghrib－i　way加dUd－i　Chaghaniyan　ast　shama1・i　way与ud面d－i　SurU－

　shanast　az　Ma　wara’a1・nahr）p。118

　とあって、「境域」が東と西に「地方」としてわかれて「散在」している様子

を伝えている。この場合の「マー・ワラー・アンナフルの境域」が、どこを示

しているかについて、内容を確認してみよう。

　26章「マー・ワラー・アンナフルの境域地方とその諸都市の記述」でとりあ

げられている都市、地方は、以下のとおりである。

1．　Khuttalan

2．　Hulmuk（Khuttalanのqasaba）

3．Nucha畷（Khuttalanのbargah）

4．　Barghar

5．Barsaragh　Munk　TimliyatP
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6．Wakhsh
7．Halaward（qaSaba－yi　Wakhsh）
　　　　　　　　　　　　　●

8．LTwkand（az　Wakhsh）

9．Zhasht（B砒tamanとKhuttalanの間）

10．Kumijiyan：Khuttalan　Chaghaniyanの境域の中

11．Khuttalan／Chaghaniyanの間の山中にいる集団（Turkan－i　Kanjina）

12．Dar－i　Tubbat（村である。そこには、山沿いに扉がある。、そこには街道を

　監視し、通行税を徴収するムスリムたちがいる。この扉から出ると、ワッハー

　　ンの境域内にいることになる）（dihist　bar　kOh　nihada　wa　anja　mus・

　limananand　ki　bazh　sitadand　wa　rah　nigah　d漬rand　wa　chOn　az　in　dar　birUn

shawad　bi－hudUd－i　Wakhkhan　uftad）

13．Rakhtajib

14．Sikashim（shahrist　wa　qa＄aba－i　na尊iyat－i　U　Wakhkhan　ast）

15．Khamdhadh（j　aist　ki　andar　but　khanaha－yi　Wakhiyanast）

16．Sanglanj

17．Rαsta－yi　Mal尊am

18．Samarqandaq（Wakhkhan）

19．Bu1亘r

20．Andras（カシミールまで二日行程）

21．Khwarazm

22．Kazh（Kath）ホラズムの中心地でグーズのトルコ人への門口である。

　　トゥルキスターン、マー・ワラー・アンナフル、ハザル人たちの荷物の集ま

　　る場所であり、商人たちの場所でもある。その支配下は辺境の諸王の一人で、

　ホラズムシャー：と呼ばれる（qa争aba－yi　Khwarazm　dar－i　Turkistan－i

　GhUzast　wa　bargah－i　Turkan　u　Turkistan　u　Ma　wara’al・nahr　u　Khazar一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　ク　anast　wa　ja－yi　bazargananast　wa　Padsha－yi　way　az　mu1Uk－i　atraf　wa　Ura

　Khwarazmshah　khwanand）

23．Khushmlthan以前はホラズムシャーの支配するところであったが、今は
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　支配者は別であり。グールガーンジュのアミールと呼ばれている

24．NUzhaban

25．Gurganj

26．Kurdanazkhas

27．Kurdar

28．Khiwa（az　Gurganj）

29．Jand　Khwara　Dih・i　Naw（Ghαzの王の冬営地：wa　malik－i　Ghozan

　bi・zamistan　bidin　dih－i　naw　bashad）

　1節から5節までがフッタル（フッタラーン）、6－9が、ワフシュ、12－20が

『ワッハーンと、マ」」・ワラー・アンナフルの東方地域、21－29がホラズム（ハー

ラズム）で、西側の地域にあたる。これらは、西と東とにわかれてはいるが、

それぞれマー・ワラー・アンナフルの「境域」として意識されていたことにな

る。つまり、東と西にある具体的な広がりをもつ「地方」が、一括して「境域」

として記されているわけである。

　ここまでhudαdの用例を見てくると、おのずと一つの推論が可能となる。

すなわち、「境域」hudOdとは、

1．筆者がもっとも詳しく知り、また献呈されたグーズガーナーンの支配者に

　も了解される既知の世界について、もっともよく使われる語で、

2．「ある影響、勢力、支配がおよぶ範囲」を意味し、

3．「接する」という記述からもわかるように、その周縁部は、漠然としている

　ものではなく、明確に「ここまで」と規定される範囲をもつものである、と

　いうことになる。

4．としては、haddの複数としての「諸境界」という用例は、ほとんどないこ

　とも、特筆されよう。

　以上述べた点をさらに確認するため、本書の他の地方の記述に現れる恥面d

の用例を、以下で検討していくことにしよう。
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第V章　ホラーサーン～マー・ワラー・アンナフル以外の章における

　　　「囎」　hudOd

　まずは、チーニスターンの章からである。

9章　チーニスターンの地方の特質についての記述（sukhan　andar　kha＄iyat・i

nahiyat－i　Chinistan）

　南はワークワークの境域、北はトゥッバトとトゥグズグズとヒルヒーズの境

域（junOb－i　wayりudUd－i　Waqwaq＿shama1・i　way恥dUd－i　Tubbat　u　Tugh－

uzghuz　u　Khirkhiz）p．59

　他の章の冒頭部と同じように、方位ごとに他地方、「民族集団」の「勢力の及

ぶ範囲」が述べられている。

10章　ヒンドゥースターンの地方とその諸都市についての記述

10－40：

　バリーフーン：町である…キンナウジュに近い。（その）ラージャの境域であ

る　（Barihロn　shahrist　az　anja　Qinnawj　nazdik　ast　wa加dαd・i　rayst）P・70

　こごでは、文字通り「支配が及ぶ範囲」「支配領域」としてのhudロd「境域」

が用いられている。

12章　トゥグズグズの地方とその諸都市についての記述

　安部健夫によって、英語訳から引用されている箇所である。比較のため、対

応部分をペルシア語から全訳する。

　その東はチーンの地方、南はトゥッバトの一一部とカルルクの一部、西はヒル

　ヒーズの一部である（mashriq－i　U　na与iyat－i　Chinast　wa　junUb－i　way　ba‘qi

　Tubbat　ast　wa　ba‘di　Khallkh　wa　maghrib－i　way　ba‘di　Khirkhizast）。北は

　みなヒルヒーズである。その境域の中すべてに（わたって）それは展開して

　いる（shama1－i　way　har　Khirkhiz　ast　andar　hama－yi　huhUd－i　O　bi－rawad）。

　この地方は、トゥルクの中では大きな方の地方で、本来もっとも人数の多い

　部族であった。かつてトゥルキスターンのすべての王たちは、トゥグズグズ

　の出身でφつた（in　na耳yat　mihtar　na耳yat　az　Turk　wa　bishtarin　qawmi
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　bUdand　dar　a§1　u　mulUk　hama　Turkistan　andar　qadim　az　Tughuzghuz

　bUdandl）　p．76

　「境域」の語は、一部にしか使用していないが、重要な記述を含んでいる。ヒ

ルヒーズがトゥグズグズの北方全域にいるばかりでなく、「その境域」hudOdの

中に（ずっと）延びているとして、「hudOdの内側」を強調している。ここでも、

hudUdは、「含まれるか否かが問題」とな・る「範囲」なのである。ここでの「そ

の境域」は、「トゥグズグズの境域」とも解釈できるが、この場合であれば、両

者の「範囲」は集合A、Bの重なり合う共通の部分となる。つまり、両者は一

部で入り組んだ状態でいたことになる。

13章　ヤグマーの地方とその諸都市についての記述

　その西はカルルクの境域である（maghrib・i　way恥dロd－i　Khallkh　ast）p．78

14章　ヒルヒーズの地方についての記述

　その東と南はトゥグズグズの境域とカルルクの一部である。その西は、キマ

クの境域の（一部）である（junUb・i　wayりu面d・i　Tughuzghuz　ast　wa　ba‘¢i

az　Khallkh　wa　maghrib・i　way　az　hud貢d－i　Kimakast）p，79

　ここでもhudOdは、人間集団．に対して用いられ、あるものたちの「移動、居

住、勢力」の範囲を示しているということになる。

15章　カルルクの地方とその諸都市についての記述

　その東はトゥッバトの境域の一部とヤグマーの境域、トゥグズグズの境域で

　あり、南はヤグマーの境域の一部とマー・ワラー・アンナフルの地方、西は

　グーズの境域、北はトゥフス、チギル、トゥグズグズの境域である（mashriq－i

　way　ba‘φazりudOd－i　Tubbat　ast　wa与udUd－i　Yaghma　uりud喬d－i　Tughuzgh－

　uz　wa　junUb－i　way　ba‘φazりud嚢d－i　Yaghma　u　na与iyat－i　Ma　wara’a1・nahr

　ast　wa　maghrib－i　way加dUd・i　Ghロz　wa　shamal－i　way加dUd－i　Tukhs　u

　Chigil　u　Tughuzghuz）p．81

　この章冒頭では、「境域」の語が多用されている。地方としてのマー・ワラー・．

アンナフル以外の人間集団には、皆hu面dの語がつけられている。
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15－12：

　ジャームガル：ステップの際でカルルクの境域に属する小さな町である

　（Jamghar：shahrakist』khurd　az与udod－i　KhaUkh　bar　kiran・i　biyaban）

　P．83

　ここでも、hudOdは、この町がカルルクの勢力、影響力の及ぶ範囲の中にあ

ることを示している。

16章　チギルの地方についての記述

　それは本来はカルルクに属していた（の一部であった）。しかし、多くの人々

　がいる地方で、その東と南はカルルクの境域で、西はトゥフスの境域、北は

　ヒルヒーズの地方である（Chigi1：na与iyatist　wa　a§1・i　U　az　Khallkh　ast　wa

　lakin　n的iyatist　bisyar　mardum　wa　mashriq－i　U　u　junOb・i　O加dUd－i．

　Khallkh　ast　wa　maghrib・i　way摯udUd－i　Tukhsast　wa　shama1－i脚ay

　nahiyat・i　Khirkhizast）p．83

　この箇所では、「境域」hudUdと地方nahiyatの語が混用されている。

17章　トゥフシュの地方とその諸都市についての記述

　その東はチギルの境域である。南はカルルクであり、カルルクの山地である。

　西はヒ～レヒーズの一群が占めており、北はチギルである（mashriq・i　way

　hudUd・i　Chigil　ast　wa　juntib・i　way　Khallkh　ast　wa　kOhistanha・yi　Khallkh

　wa　maghrib・i　way　gOrUhi　az　Khirkhiz　yanand　wa　shamal－i　way　Chigil　ast）

　P．84

　チギルの「境域」とは、その「勢力圏」を示し、ヒルヒーズの「一群」gu而h1

が占めているというのは、文字通り、そこを占拠している集団の存在を示すも

のである。

20章　バジャーナーク・トゥルクの地方についての記述

　その東はグーズの境域、南はブルタースとバラーダースの境域である。西は

　マジュガリーとルースの境域である。北はルーサー（河）である。（mashriq・i

　通加dUd－i　Ghαzast　wa　junObashりudUd・i　Burtas　u　Baradas　ast　wa　magh－

　ribash奥dUd・i　Majghari　u　RUs　ast　shamalash　RUtha　ast）彼らには、ひと
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　つも都市がない。彼らの長もまた、彼らのうちから出たものである（Ishanra

　hich　shahr　nist　wa　muhtarashan　ham　az　ishanast）p．87

　都市をもたないものについての広がり。それのその四方は、河を除けば、「境

域」で限定されている。

26－1：

　フッタラーン…そのトゥッバト側の境域の中には、ステップに（住む）「野生

　の人々」がいる（andar　hudOd－i　way　az　sO・yi　Tubbat　mardmani　and　wahshi

　andar　biyabanha）　p．119

　「トゥッバト側の「境域」の中」とあって、hudOdが一定の範囲を示すことが

再確認される。ここでも、あくまでもhud記は、「その内側にあるか否か」が問

題になる「範囲」となっている。

26－10：

　クミージヤーンと呼ばれる人々の一団がフッタラーンとチャガーニヤーンの

　境域の中に定着している（gurUhi　mardman　and　ki　ishanra　Kumijiyan

　khwanand　wa　andar　hud霞d－i　Khuttalan　u　Chaghaniyan　nishasta　and）

　p．120

　ここでも、「境域」の中とあって、人間集団の居住地を限定している。この場

合は、フッタラーン（フッタル）とチャガーニヤーンの双方の範囲内の「広が

り」「範囲の重なり合ケところ」ということであろうか。

2644：

　シカーシム…その境域から鞍布とワヒー矢を産する（Sikashim＿．az加面d－i

　way　r亘一yi　namadzin　u　tir・i　wakhi　khizad！p．121

　「境域」からという場合には、その周辺の交易圏、あるいはそこを中心とする

村々の「広がり」から、という意味であろう。

26－18：

　サマルカンダーク…マー・ワラー・アンナフルの境域の一番端である（Samar・

　qandaq＿wa　akhar－i与udUd・i　Ma　wara’a1－nahr）p．121

　「マー・ワラー・アンナフルの境域」が、「端」をもっということで、「境域」
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hudUdが、具体的な広がりの範囲をもつものであることが、再度確認される。

26－21：

　ホラズム：ホラズムというのは、マー・ワラー・アンナフルの西に（接する：

　bar）のがホラズムの境域である（wa　amma　Khwarazm　anki　bar　maghrib－i

　Ma　wara’al－nahrast　hudUd・i　Khwarazm　ast）p．122

　前述のように、東と西にわかれている「マー・ワラー・アンナフルの境域」

の西の部分に相当するのが、ホラズムである。その境域がマー・ワラー・アン

ナフルに接していると、ホラズムの項で、著者が再度述べているのである。

27章　シンドの地方とその諸都市についての記述

　その東はミフラーン河、南は大海（darya－yi　a‘zam）、西はキルマーン、北は

　ホラーサーンの境域に接するステップである（wa　shamal・i　way　biyaban　ast

　ki　hudtid－i　Khurasan　paywasta　ast）p．124　．

　重ねていう。「接する（paywasta）」対象としての「境域」加dOdとは、接す

る具体的な外郭を持つということである。ここでもhudOdが外側に向かってさ

かいめが曖昧になっていくものではなく、「ここまではその範囲」という、広が

りであることが確認できよう。

27－6：

　ティーズ：大海の岸に沿ってシンドの境域に属する最初の町である（Tlz

　nakhustin　shahr1st　az　hudUd・i　Sind　bar　kiran－i　darya・yi　a‘zam　nihada）

　p．124

　大きな地方の「境域」と町の関係で、町が「地方の範囲」に含まれているこ

とが明示されている。

27－7：

　キーズ、クーシャキ・カンド、P、P、アスクフ…みなマクラーンの境域に属

　する町である（Kiz，　Koshak－i　Qand，　Ph，　PPdPrk，　askf　hama　shahr・hay　and

　azりudOd－i　Makran）p．125

　これも、マクラーン地方の「範囲」に含まれる町々の名が列挙されている箇

所である。
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29－5：

　ジャム、クラーン、フルムク：シーラーフの境域に属する小都市で、繁栄し

　ており、人が多い（Jam，　Kuran，　Hurmuk：shahrakhayi　and　az　hu面d－i　Siraf

　abadan　wa　ba　mardum・i　bisyar）p．131

　シーラーフの都市圏に含まれる小都市で、ニーシャープールの「都市圏」と

同様のhudOdの用例であろう。

29－19：

　ビシャーウル：…その境域の中には山があり、そこからはいつも煙が出てい

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　る…（Bishawur：．．．　andar　hudOd－i　way　k曲ist　ki　az　way　dOdi　hami　bar

　ayad）　pp．133－134

　「境域」の中という時の「境域」は、距離を表すか、都市からの到達範囲を表

すか。いずれにせよ、一定の範囲内にあることを意味している例である。

29－29：

　ラム、ルースターイ・ルスターム、フルフP、ターロム：ダーラーギルドと

　キルマーンの境域の問にある小都市である（Ram，　Rusta・yi　Rustam，　Furkh，

　Tarum：shahrakhayi　and　miyan・i　Daragird　u　hud通d－i　Kirman．．．）p，135

　都市と「境域」の間にある小都市群。つまり、これらの小都市は、キルマー

ンの「境域」には含まれないということになる。都市ダーラーギルド、「キルマー

ンの境域」とが、同じように扱われ、その間に、小都市があるという記述であ

る。

30章　フーズィスターンの地方とその諸都市についての記述

　　　　　　　　　　ら　その東は、パールスであり、スィパーハーンの境域である。南は海であり、

　イラクの境界の一部である。西はイラクの境域の一部であり、バグダード、

　ワースィトのサワードである。北はジバールの諸都市である（mashriq－i　way

　Parsast　wa加dαd－i　Sipahan　wa　junOb－i　way　daryast　wa　ba‘φaz与add・i

　‘Iraq　wa　maghrib－i　way　ba‘φaz加dOd－i‘Iraq　ast　wa　Sawad－i　Baghdad　wa

　Wasi㌻wa　shamal－i　way　shahrha－yi　naりiyat－i　Ji圃ast）p．137

　フーズィスターンから見て、「イラク」との関係が、南は「境界」hadd、西が
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「境域」hudUdとなっていることに注目する必要がある。南は海で限られてお

り、「イラク」とのさかいめは、狭い範囲である。西は接する、あるいは面する

範囲が広いのでhudUdが使われているのではないか。

31章　ジバール■の地方とその諸都市についての記述

　その東はパールスの境域の一部、カルガスクープの沙漠の一部、ホラーサー

　ンの一部であり、南はフーズィスターンの境域の一部、西はイラークの境域

　の一部、アゼルバイジャンの境域の一部とダイラム地方の山である

　（mashriq－i　way　ba‘φaz与udOd・i　Pars　ast　wa　ba‘φaz　biyaban・i　Kargaskロh

　wa　ba‘dl　az　Khurasan　wa　junUb－i　way　hudUd－i　KhOzistanast　wa　maghrib・i
　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　way　ba‘φi　azりudUd・i‘lraqast　wa　ba‘φ旦z加d章d－i　Azh3rbadgan　wa

　shamal－i　way　kUh・i　Daylaman　ast）pp．139－140

　地方から見た沙漠、山には「境域」の語が使われない。これとは逆に、砂漠、

山についての記述の章では、砂漠、山側から見た「地方」については、「何々の

境域」hudUdの語はよく使われている。

32－15：

　ナーティル、チャールース、ルーダーン、カラール：山地と荒蕪地の中にあ

　る小さな諸都市である。これはみなタバリスターンに属する地方である。し

　かし、別の支配者がいる。その支配者をウスタンダールと呼んでいる。その

　境界は、ライの境域から（カスピ）海まで延びている。カラールとチャールー

　スは、本来のダイラムとタバリスターンとの問の境界上にある。このチャー

　ルースは海の岸にある。カラールは、山の中にある。ル」ダーンからは、赤

　い色の着物が産出される。（Nati1，　ChalOs，　Rαdan，　Kalar：shahrakhayi　and

　andar　kαhha　u　shikastagiha　wa　In　nahiyati　ast　ham　az　Tabaristan　wa

　lakin　padshay－i　digar＼ast　wa　padsha－yi　U　ra　ustandar　khwanand　hadd・i

　way　az加d通d－i　Rayy　ta　darya　bi－kashad　wa　Kalar　u　Cha1Us　bar与addist

　miyan・i　Daylaman－i　kha§＄a　u　Tabaristan　wa　1n　Cha10s　bar　kiran－i　daryast

　wa　Kalar　andar　kUhast　wa　az　RUdan　jama－yi　surkh　kh1zad）p．146

境界と接する「境域」haddとhudαdの語が意識して区別されており、しかも
　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　●
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両者は接している。つまり「ライの都市圏」からカスピ海まで延びる境界線が

haddである。

32－18：

　ビスターム：山のすそにある町で、グルガーンの境域た接している（Bistam：

　shahrist　bar　daman・i　kOh　bi一与udOd－i　Gurgan　paywasta）p．146

　「境域」と接する町の例。これも「都市圏」に町が接していて、「そこまでは

グルガーンの都市の影響が及ぶ、その限界にある町」ということを示している

わけである。

32－20：

　ワィーマ、シャランバ：ダマーワンド山の境域に属する二つの都市である。

　（Wima，　Shalanba：dO　shahr　ast　az　hudUd－i　kUh－i　Dunbawand）p．147

　「山の境域」とは、山麓のことであろう。山についてhudOdといわれる場合は、

ダマーバンドのようなコニーデ状の火山では、「ここまでが山にあたる」という

「山すそ」「山麓」を意味することになる。

33章　イラクの地方とその諸都市についての記述

　（以下のような）地方である。その東はフーズィスターンの境域の一部、ジバー“

ルの境域の一部であり、南は、イラク湾の一部と、バスラのステップの一部で

ある。西はバスラのステップとクーファのステップである。北は、ジャズィー

ラの境域の一部とアゼルバイジャンの境域の一部である。これは、世界の中心

に近い地方である…（原文略）p．150

　地方を定義する、このような方法は、すでに見てきたように、本書独特なも

のである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　・

35章　アゼルバイジャンの地方と、アルメニア、アッラーンの地方とその諸都

市についての記述

　この地方の東は、ギーラーンの境域であり、南はイラクとジャズィーラの境

　域、西はルームとサリールの境域、北はサリールとハザルたちの境域である

　　（mashriq－i　in　naりiyatりud日d－i　Gilan　ast　wa　jun曲一i　way尊udOd－i‘Iraq　ast

　wa　Jazira　wa　maghrib－i　way加dud・i　R厩m　ast　wa　shamal－i　way加dod－i
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　Sarirast　wa　Khazaran）p．158

　「境域」にかこまれた地方という書き方は、これまた同様に、本書の「地方」

定義の特徴をなす。

37章　アラブの地方とその諸都市についての記述

　この地方のすべてを一本の川が貫流している。それは、ティハーマの山地か

　ら流れ出し、ハウラーンの境域にそい、ハドラマウトの地方を通って、大海

　に至る（wa　andar　hama　in　nahiyat　yaki　rUdast　ki　az　kαhha・yi　Tihama

　birOn　ayad　wa　bar加d通d・i　Khawlan　u　na与iyat・i　Ha4ramawt　bi－guzarad

　wa　andar　darya－yi　a‘zam　uftad）p．164

　川が接する「境域」とあって、川が「境域」の外縁部となっていることを示

している例で、これも、「境域」にはっきりとした外縁部があることを示してい

る。

37－1珍：

　マンカス：この場所の境域は、ハドラマウトの境域と接している（Man・

　kath：．．．hudαd－i　in　jay　bi－hudαd－i　Hadramawt　paywasta　ast）p．167．

　小さな町（shahrak）の「境域」と地方「境域」とが接するとしている例であ

る。「都市圏」と「地方圏」とでもいうべきものが、互いに外郭を接しているこ

とになる。

37－14：

　アデン：海沿いにある小さな町である。そこから真珠を多く産する。アビシ

　ニアの境域に接している（‘Adin：shahrakおt　bar　kiran・i　darya　wa　az　way

　marwarid　bisyar　khizad　wa　biヤudUd・i耳abasha　paywasta　ast）p．168

　「小さな町が地方の「境域」と接している」ということは、この町がアビシニ

アの勢力の及ぶ、ちょうど限界にあることを示している。

38章　シリアの地方とその諸都市についての記述

　その東はシリアのステップで、アラブの境域とジャズィーラの境域に属して

　いる。南はクルズムの海、西はエジプトの境域とルームの海の一部、北はルー

　ムの境域である（mashriq・i　way　badiya－yi　Sham　ast　az　hudαd－i‘Arab　wa
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　りudud－i　Jazira　wa　junub・i　way　darya・yi　Qulzumast　wa　maghrib－i　way

　りudUd－i　Mi争rast　wa　ba‘4i　az　darya・yi　R嚢m　wa　shamal－i　way尊udαd－i

　Rαmast）p．170

　地方の四方を定義しているのは、ステップ、「境域」、海である。「境域」hudαd

は、それぞれの「地方」の、もっとも外側の限界を示していることになる。、

39章　エジプトの地方とその諸都市についての記述

　その東はシリアの境域の一部とエジプトの沙漠、南はヌビアの境域、西はマ

　グリブの境域の一部とアル・ワーハートと呼ばれる沙漠の一部、北はルーム

　の海である（mashriq－i　way　ba‘d董hud員d－i　Sham　ast　wa　ba‘d1　b1yaban－i　Misr

　wa　junOb－i　way　hudUd－i　NOba　ast　wa　maghrib－i　way　ba‘di’az　h廿d通d－i．

maghribast　wa　ba‘dl　biyaban　ast　ki　anra　al・Wahat　khwanand　wa　shanla1・i

　way　dary盃一yi　ROmast）pp．174－175

　上の記述に類似した表現である。

40－2：

　マフディーヤ：ルームの海岸にある大きな都市であり、カイラワーンの境域

　に接して（いる）（Mahdiya：shahrist　buzurg　bar　kiran－i　darya－yi　ROm

　nihada　ast　wa　bi・hudud－i　Qayrawan　paywasta．．．）p178

　都市が、カイラワーンの「都市圏」に接する例である。「属する」、「含まれる」

という表現との違いは、前者が「都市圏」のちょうど限界に立地する（ここよ

り先はカイラワーンの都市圏ではない）ということであろう。

40－3：

　バルカ：大きな都市である。それにはエジプトの境域に接している地方であ

　る（Barqa：shahrist　buzurg　wa　Ora　na与iyatist　bi43ud亘d－i　Mi争r　paywasta）

　p．178

　都市とエジプトのような「大きな地方の境域」が接する例である。

41章　アンダルスの地方とその諸都市についての記述

　その東はルームの境域、南はルームの海の湾、西は西の大洋、北はみなルー

　ムの地方である（na与iyatist　mashriq－i　way加dOd－i　R厩mast　wa　ju煎b－i　way
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　Kha1巧一i　darya・yi　RUmast　wa　maghrib－i　way　darya－yi　uqyanUs・i　maghribist

　wa　shamal・i　way　ham　n抑iyat・i　RUmast）p．181

　東では「ルームの境域」北では「ルームの地方」として書き分けを行ってい

る。

41－9：

　トゥルトゥーシャ：ルームの海の岸に沿った繁栄した町である。それは、

　「ルームの海（地中海）」の岸と、どちらもルームの中にある地方のガルジス

　カシュ（P）とフランクの境域とに接している（TurtUsha：shahrist　abadan

　bar　kanar－i　darya・yi　ROm　wa与udUd・i　Ghaljiskash　wa　Ifranja　ki　dO

　nahiyat　andar　RUm　paywasta　ast）p．181

　この場合の「ルーム」は、「ルームの海」に添った大きな広がりで、フランク

も、それに含まれている。

42章、ルームの地方とその諸都市についての記述

　その東はアルメニアとサリールとアラーン、南はシリアの境域の一部とルー

　ムの海の一部、アンダルスの境域の一部である。西はマグリブの大洋、北は

　北の無人の地の一部、サカーリバたち（サクラーブ）の境域の一部、ブルジャー

　の地方の一部、ハザルの海の一部である（mashriq・i　way　Arminiya　u　Sarir

　uAllanast　wa　junub・i　way　ba‘φaz加dαd－i　Sham　ast　wa　ba‘φdarya－yi

　Rαmast　wa　ba‘di　hudUd・i　Andalus　ast　wa　maghrib・i　way　darya・yi

　uqyanUs－i　maghribist　wa　shamal－i　way　ba‘di　wirani　shamalast　wa　ba‘di

　hudαd－i　Saqlab　wa　ba‘di　nahiyat－i　Burlast　wa　ba‘di　Khazaranast）p．181

　地方名と人間集団名の混在しているのは、すでに述べたようにイスラム地理

書全体にいえることであるが、本書では、そのどちらにも「境域」hudαdの語

が使われているところに特徴がある。

49章　サリールの地方とその諸都市についての記述

　その東と南はアルメニアの境域、西はルームの境域、北はアラーンの地方で

　ある（mashriq　u　junOb－i　wayりudOd－i　Arminiya　ast　wa　maghrib・i　way

　りudUd－i　RUmast　wa　shamal－i　way　na与iyat－i　Allanast）p．192
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　「境域」hudUdを付す場合と付さない場合のちがいはなにか。アラビア語地理

書に登場するhudUdの多くが複数としての「諸境界」を意味することはすでに

述べた。ただし、地理書に付随する地図では、地方のような広がりに対して

hudαdの表記を行うことがある。この記述は、地図をそのまま文字化したもの

か。あるいは、アラーンが、特に地方として限定される特徴をもっていたのか、

今の段階では不明としておく。

60－4：

　ラーバ：ヌビアの境域により近い町である（Laba：shahrlst　bi－hudUd・i　NUba

　nazdiktar）　p．200

　「境域」への近さとはなにか。その範囲に含まれてはいないが、その外側にあっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＿／ダザ
て、近くに立地するということだろうか。

結　　語

　本稿では、血吻4α瓦聖。勉中の「地方」にあたる記述に相当する9章から

60章中の、すべてのhudOdの語について、その用法を検討した。その結果いえ

ることは、以下のとおりである。

本史料で用いられている恥dUdとは：

1、「あるものの及ぶ範囲」すなわち、「支配権」「徴税権」の及ぶ範囲、「都市

圏」のような、交通、流通、人の行き来の範囲、「山すそ」「近傍」などの「地

理的な範囲」など、「ここまでは、その範囲」という限度を示している

2．都市、小都市、村などが、そこに「含まれるか否か」が問題にされるよう

　な「範囲」である

3．その外縁部は、「接する」ような実体をもつ

4．しかし、「境界」とは異なり、その上になにかが立地するものではない

5．アラビア語地理書に現れる「諸境界」恥dUdとは、意味、用法が異なって

　いる
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6．本史料が書かれたグーズガーナーンについての記述を中心に、ホラーサー

ン、マー・ワラー・アンナフルについての箇所で使用頻度が高く、そこから

遠くなるに従って、頻度が低下する。このことからも、けして「あいまいな」

言葉ではなく、ある明確な概念をこめた用語であることが推察される

　このようなhudUdの用法は、血4π4α瓦4如勉に特有なものなのか、それと

もペルシア語の地理書では、ほかにも同様な例があるのだろうか。

　そこで、740／1340年にハムド・アッラーフ・ムスタウフィーHamd　Allah

Mustawfi－yi　Qazwinl．によって書かれた『心の喜び』二三2加’泌Q〃1励を見て

みよう。

　百科全書のように、多彩な内容を持つ書であるが、その第三部（maqala－yi

siwwam）が、地理学の部分に相当している。さらに、その中に20章（bab）か
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1「
らなる、地方記述各論の部分がある。

　その17章「ホラーサーンの四つの部分（「四分の一単位」の複数：ニーシャー

プール、ヘラート、バルフ・トハーリスターン・フッタラーン・バーミヤーン、

マルヴを中心とする「地域」が、これにあたる）国々についての記述」（dar　dhikr－i

‘arba’mamlakat－i　Khurasan）の冒頭部には、以下のようにある。

　その中には、いくつかの都市がある。そのhudUdは、クヒスターン、クーミ

　ス、マーザンダラーン、ホラズムの沙漠と接している。（darO　chand　shahrast

　加d通dash　ba　wilayat－i　Quhistan　u　Qumis　u　Mazandaran　u　Mafaza－yi

　Khwarazm　paywasta　ast）p．181

　ここで用いられているhudUdは、まさにアラビア語の地理書の中で用いられ

ている、haddの複数としての「諸境界」である。このような用法は、他の章、

たとえば、第1章「イラクのアラブ・諸国についての記述」（dar　dhikr・i‘Iraq－i

‘Arab）、第2章「アジャムのイラク諸地方についての記述」（dar　dhikr・i

wilayat・i‘lraq－i‘Ajam）以降、一貫して変わらない。

　このことからも、魚吻4泌且伽3に見えるhudUdが、他のペルシア語地理

書と比較しても、かなり特異なものであることがわかる。
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　以上、本稿では、最初期のペルシア語地理書の中に、アラビア語起源ではあ

るが、独特な用法に発展した用語hudαdがあることを指摘した。紙数が尽きた

ので、これ以上論じることができないが、残された問題は多い。

　たとえば、アラビア語地理書中にも、「広がり」を示すようなhudUdは、多く

はないが見受けられることがある。また、地理書に付けられた地図には、hudUd

の文字を引き延ばして、広がりを表現しているようなものもある。

　飾4擁認宜伽Zと、アラビア語地理書とを内容の上で比較することは、ミ

ノルスキーらの先学が行っているが、今回指摘した文体、用語法のちがいにつ

いては、言及したものがない。これをきっかけにして、両言語の地理書をもう

一度、比較し直す必要もあるだろう。

　イスタフリーのアラビア語原本とペルシア語訳本との比較、伽伽4と翫z一

履とのさらに詳細な比較たよって、時代による用語法の検討も行わなければ

ならない。そののち、なぜ」肱4擁α瓦4伽zには、かくのごとくhudUdの語が

使われたかという、根本的な疑問に答えなければならない。
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